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６月６日に千代田区の日本外国
特派員協会で開催。上田知事、
岡村市長をはじめ関係者が、１０
回を迎え、新人監督の登龍門と
して注目を集める映画祭の見ど
ころをＰＲしました。

SKIPシティ
国際Ｄシネマ映画祭
2013記者発表

５月２６日、戸塚環境センター
で開催。マイはしキャンペーン
やリサイクルマーケットなどが
行われ、訪れた市民に、ごみ
の減量とリサイクルの推進を
呼びかけました。

ごみまるまつり
in TOZUKA

６月２日にリリアで開催。川口歯科医
師会による歯科ドック体験やフッ化
物体験、相談などが行われ、来場者
は歯の健康について理解を深めま
した。

歯の健康フェスティバル
５月１９日に投開票が行われた川口
市長選挙で当選を果たした岡村市
長が、５期目の任期の初日となる５
月３１日朝、多くの市民や職員など
が出迎える中、初登庁しました。

岡村市長初登庁 6月6日、本市の鋳物師である故鈴木萬之助・文吾父子が
製作し、東京オリンピックで使用された国立霞ヶ丘競技場聖
火台を、岡村市長が訪問。きゅぽらんも同行しました。

国立競技場聖火台を訪問しました

５月２４日、安行原蛇造り保存会のみなさんの手で行われました。わ
らで編み上げた長さ１０メートルもの大蛇を力を合わせてやぐらへ引
き上げ安置し、一年間の平和と繁栄を祈る“百万遍”を行ないました。

安行原の蛇造り（市指定無形民俗文化財）
じゃづく

６月２日にグリーンセンターで
開催。ステージでは青少年団
体が日ごろの活動成果を披露
したほか、ゲームコーナーや模
擬店なども出て、子どもたちは
楽しい一日を過ごしました。

第36回青少年まつり
いもじ
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このコーナーでは「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり」に登場した
川口ゆかりの人物を紹介していきます。

千
代
姫（
霊
仙
院
）

　
寛
永
14
年（
１
６
３
７
）、三
代
将
軍

家
光
の
長
女
と
し
て
生
を
受
け
た

千
代
姫
は
、幼
く
し
て
尾
張
徳
川
家
に

嫁
ぎ
、将
軍
家
と
御
三
家
の
最
初
の
か

け
橋
と
な
り
ま
す
。家
光
33
歳
に
し
て

初
め
て
授
か
っ
た
、待
望
の
第
一
子
。

未
だ
世
継
ぎ
の
い
な
い
家
光
が
、将
軍

家
の
血
筋
を
残
そ
う
と
し
た
の
で
し

ょ
う
。寛
永
16
年（
１
６
３
９
）、２
歳

６
カ
月
で
、の
ち
の
尾
張
徳
川
家
二
代

藩
主 

光
友
に
輿
入
れ
し
ま
す
。

　
千
代
姫
が
西
福
寺
に
三
重
塔
を
建

立
し
た
の
は
元
禄
６
年（
１
６
９
３
）。

父
家
光
の
元
側
近 

大
橋
重
保
入
道
龍

慶
と
、西
福
寺
の
住
職
を
兼
務
す
る
江

戸
牛
込
の
南
蔵
寺
第
５
世
鏡
胤
と
の

親
交
が
、将
軍
の
姫
に
よ
る
造
塔
に
つ

な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
三
代
藩
主
を
務
め
た
嫡
男
綱
誠
を

含
め
二
男
二
女
を
授
か
り
、藩
主
の
妻

と
母
の
役
目
を
果
た
し
た
千
代
姫
は
、

元
禄
11
年（
１
６
９
８
）、62
歳
の
生
涯

を
閉
じ
、将
軍
の
姫
と
し
て
将
軍
家
菩

提
寺
の
増
上
寺
に
埋
葬
さ
れ
ま
す
。

　
藩
主
の
正
室
は
江
戸
常
住
が
強
制

さ
れ
た
こ
の
時
代
、死
し
て
な
お
将
軍

の
姫
で
あ
っ
た
千
代
姫
が
尾
張
の
地

を
踏
む
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、そ
の
３
年
後
、「
初
音
の
調

度
」と
称
さ
れ
る
豪
華
絢
爛
な
蒔
絵
を

施
し
た
婚
礼
調
度
品
は
、千
代
姫
に
代

わ
っ
て
国
表
の
名
古
屋
城
に
入
り
、城

下
を
眺
め
な
が
ら
、光
友
が
建
立
し
た

尾
張
家
菩
提
寺
へ
納
め
ら
れ
る
の
で

す
。姫
へ
の
恩
愛
が
薫
る
逸
話
で
す
。

　
現
在
、徳
川
美
術
館
が
所
蔵
し
国
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
る「
初
音
の
調
度
」。

名
の
由
来
は
、蒔
絵
の
題
材『
源
氏
物

語
』第
二
十
三
帖「
初
音
」か
ら
。

「
年
月
を 

松
に
ひ
か
れ
て 

ふ
る
人
に

今
日 

う
ぐ
ひ
す
の 

初
音
き
か
せ
よ
」

（
あ
な
た
の
成
長
を
心
の
支
え
と
し
て

生
き
て
い
る
私
に
、元
旦
に
子
の
日
が

重
な
っ
た
こ
の
め
で
た
き
日
に
、あ
な

た
の
便
り
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
）。

　
吉
祥
の
蒔
絵
に
散
ら
さ
れ
た
初
音

の
和
歌
が
、幼
い
わ
が
子
を
思
う
親
心

を
、切
な
く
も
温
か
く
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
西
立
野
の
西
福
寺
三
重
塔
を
建
立
し
た
、
徳
川
三
代
将
軍
家
光

の
長
女
で
尾
張
徳
川
家
二
代
光
友
の
正
室 

千
代
姫
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
考
文
献：『
徳
川
実
紀
』（
大
猷
院
殿
御
實
紀
巻
卅
四
）

参
考
サ
イ
ト：徳
川
美
術
館 http://www.tokugawa

-art-museum.jp/

今
日 

う
ぐ
ひ
す
の 
初
音
き
か
せ
よ

西福寺三重塔：元禄6年（1693）建立。県下で最も高い木造建造物
（高さ23m）。 所在地：補陀落山西福寺（川口市大字西立野420）
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